
キーワード：

Keywords:

沿岸部における地下水流動性の地下水年代測定による調査

Deep groundwater mobility at costal area estimated by groundwater

dating
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　高レベル放射性廃棄物の最終処分では、科学的特性マップが示され、輸送の観点から、沿岸部が処分候補地

として適正が高いとされている。この沿岸部深部での地下水の流動性を調査するために、沿岸域の大深度

ボーリング（1000m級）から地下水を採取し、地下水年代測定を実施した。地下水の主要溶存イオンと3H、14

C、36Clなどについて調査した。この結果に基づいて、沿岸部の地下水を現海水、現降水、氷期降水、化石海

水の4種類に分類した。Cl濃度が低い地下水(1900mg/l以下)を降水系、Cl濃度が高い地下水を海水系とした。
14C濃度を有意に含む地下水(10pMC以上)を若い地下水(現海水・現降水)、有意に含まない地下水を古い地下水

(氷期降水・化石海水)とした。この結果、海水系の地下水は、14C濃度が高い現海水と14C濃度が低い化石海水

に分類された。現海水の36Cl/Clは現海水程度(=0.7×10-15)であり、化石海水の36Cl/Clは現海水よりも高

かった。これは、化石海水が36Clの原位置生成の影響を受けるほど古いことを示している。このため、現海水

と化石海水は、14Cだけでなく、36Clからも分類の妥当性を確認できた。現降水と氷期降水の区分について

は、水素酸素同位体比や涵養温度の推定が困難なため、分類の妥当性を確認できていない。ただし、36Cl/Clか

ら現降水中の36Clは現海水由来、氷期降水の36Clは化石海水由来と推定できた。このため、混合している地下

水の古さから、間接的に地下水の古さが表されていると考えられる。 

 

　この結果、現降水と現海水に分類された地下水は約40%、氷期降水・化石海水に分類された地下水は約

60%となった。 
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